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も
全
き
相
関
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
用
者
の
聞
に
お
こ
っ
て

く
る
矛
盾
と
そ
の
克
服
の
過
程
が
具
種
的
に
徽
密
に
解
明
さ
れ
る
こ
と
が
室
ま

れ
る
の
で
あ
っ
て
、
安
直
な
閥
遼
づ
け
は
説
得
カ
に
紋
け
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
全
谷
を
通
じ
て
詔
救
起
草
者
の
地
位
の
「
清
要
」
「
清
切
」
性
が

繰
り
返
し
強
調
さ
れ
、
天
子
権
力
の
強
さ
弱
さ
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
を
立
鐙
す
る
の
に
史
籍
に
み
え
る
修
僻
的
な
章
句
を
例
示
し
て
、
そ
れ
だ
け

を
根
接
に
さ
れ
る
場
合
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
そ
れ
も
や
は
り
説
明
不
足
で

あ
り
‘

'卒
板
的
な
感
じ
を
う
け
る
。
著
者
は
詔
殺
の
起
草
者
が
だ
れ
で
あ
っ
た

か
を
見
出
す
こ
と
に
主
眼
を
置
か
れ
て
い
る
の
で
、
詔
殺
の
様
式
や
種
類
な
ど

に
闘
す
る
論
及
が
少
な
く
、
目
穴
僅
性
に
飲
け
る
こ
と
は
先
に
も
燭
れ
た
。
そ
う

し
た
関
連
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
綿
密
な
考
察
は
今
後
に
要
請
さ
れ
よ
う
。

本
書
は
か
な
ら
ず
し
も
積
み
や
す
い
論
稿
で
は
な
い
。
一
つ
に
は
、
文
章
が

生
硬
で
用
語
に
一
般
に
熟
さ
な
い
漢
語
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

る
。
な
か
で
も
制
度
上
の
特
殊
な
語
索
、
が
ほ
と
ん
ど
解
説
も
な
く
そ
の
ま
ま
使

用
さ
れ
、
時
に
そ
れ
が
「
周
知
の
ご
と
く
」
と
し
て
片
付
け
ら
れ
て
い
る
。
一

般
に
制
度
語
奨
は
難
解
な
の
で
あ
る
か
ら
、
面
倒
で
も
一
腹
の
注
解
が
必
要
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
記
述
の
随
鹿
に
「
と
も
あ
れ
」
と
か
「
そ
れ
は
と
も
か
く
」

な
ど
の
接
績
調
を
用
い
て
論
旨
の
鞠
換
が
行
な
わ
れ
、
一
句
中
に
二
度
出
て
く

る
場
合
す
ら
あ
る
。
あ
る
い
は
「
所
以
な
し
と
し
な
い
」
「
少
な
し
と
し
な
い
」

な
ど
の
酸
味
な
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
論
旨
を
不
明
瞭
に
し
て
い
る
。
文
章
の
個

性
と
は
い
え
、
論
述
の
厳
密
さ
が
望
ま
れ
る
。
さ
き
に
引
用
漢
文
に
誤
字
脱
字

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
他
の
箇
所
に
も
み
ら
れ
、
金
鍾
を
通
じ
て

誤
植
が
目
立
つ
こ
と
も
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
大
事
で
は
、
は
げ
し
い
紛
容
の
な
か
で
、
ま
さ
に
制
度
が
問
題
と
さ
れ
、

奮
い
僅
制
の
縦
覧
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
改
革
の
道
を
模
索
し
試
行
し
て
い
く

困
難
な
し
か
し
貴
重
な
僅
験
か
ら
、
新
し
い
制
度
史
も
生
み
出
さ
れ
て
く
る
こ

と

を

期

待

し

た

い

。
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近
年
、
中
園
共
産
築
史
の
研
究
が
盛
ん
に
な
る
に
と
も
な
っ
て
、
そ
の
創
設

者
の
一
人
で
あ
る
李
大
剣
の
思
怨
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
中
国
で
は
勿
論
の

こ
と
だ
が
、
わ
が
園
で
も
一
九
五
七
年
に
、
は
じ
め
て
本
格
的
に
、
李
大
剣
の

初
期
の
思
想
が
論
じ
ら
れ
ず
以
来
、
幾
つ
か
の
研
究
成
果
話
さ
れ
て
お
り
、

殊
に
『
李
大
剣
選
集
』
(
一
九
六
二
)
が
出
版
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
一
一
暦
活
澄

に
な
っ
た
。
と
は
い
う
も
の
の
、
今
日
ま
で
の
李
大
剣
研
究
の
主
要
な
閥
心

は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
受
容
の
あ
り
方
と
五
四
時
期
の
活
動
な
ど
、
だ
い
た
い
初

期
の
思
想
に
集
中
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
最
近
の
重
要
な
成
果
と
言
え
る

森
正
夫
『
李
大
剣
』
(
一
九
六
七
)
も
、
右
に
指
摘
し
た
傾
向
を
苑
れ
て
い
な

こ
こ
に
紹
介
す
る
忌

2
8
2
の
李
大
針
研
究
は
、
後
で
鰯
れ
る
よ
う
な
様

々
の
疑
問
鮎
や
敏
陥
を
も
ち
な
が
ら
も
、
と
も
か
く
彼
の
金
生
涯
と
思
想
的
展

開
を
跡
づ
け
た
試
み
と
し
て
、
今
後
の
研
究
を
進
め
る
上
で
見
落
す
こ
と
の
で

き
な
い
牧
穫
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
書
物
は
、
著
者
が
シ
カ
ゴ
大
事
歴
史
皐
科
に
提
出
し
た
博
士
論
文
を
も
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と
に
し
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
事
東
ア
ジ
ア
研
究
所
で
、
す

Z
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∞

g
v
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円
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田

H
R
の
指
導
を
受
け
て
完
成
さ
れ
た
。
そ
の
他
の

助
言
者
と
し
て
列
穆
さ
れ
て
い
る
中
に
、
毛
潔
東
研
究
で
近
年
注
目
さ
れ
て
い

る

伊

E
ユ
ω
n
y
g自
の
名
も
見
え
る
。
著
者
の
研
究
経
歴
に
つ
い
て
は
詳
ら

か
に
し
え
な
か
っ
た
が
、
後
注
の
中
に
、

E
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g
-呂田
ω)
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、
た
だ

一
つ
の
手
が
か
り
で
あ
る
。
現

在
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
大
撃
で
中
園
史
の
講
義
を
携
嘗
し
て
い
る
と
い
う
。

内
容
紹
介
に
先
立
っ
て
、
便
宜
上
、
目
次
を
掲
げ
て
お
く
。

序
論

第
一
部
中
闘
マ
ル
ク
ス
主
義
の
起
源
第
一
章
青
年
時
代
第
二
章

革
命
の
序
曲
第
三
章
ロ
シ
ア
革
命
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
紹
介
第
四

ポ

ぜ

ユ

リ

ス

章
人
民
主
義
者
的
傾
向
第
五
章
マ
ル
ク
ス
主
義
と
五
四
運
動

ア
ク
チ
グ
イ
ス
ム

第
二
部
マ
ル
ク
ス
主
義
の
再
解
緯
第
六
章
決
定
論
と
能
動
主
義
第

七
章
歴
史
に
つ
い
て
の
哲
皐
第
八
章
民
族
主
義
と
園
際
主
義

第

三

部

政

治

問

題

第

九

章

レ

l

ニ
ン
主
義
と
人
民
主
義
第
寸
章

園
民
革
命
十
一
章
農
民
革
命

結
山
一
週
間
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序
論
。
著
者
は
ま
ず
二
つ
の
候
読
を
た
て
る
。
①
中
園
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、

中
国
の
現
賓
の
反
映
で
あ
る
と
共
に
、
逆
に
中
園
の
現
賓
を
形
成
し
た
も
の
で

あ
る
。
②
中
園
共
産
総
の
政
策
は
、
そ
の
指
導
者
た
ち
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
主
義

思
惣
に
つ
い
て
の
理
解
の
し
か
た
を
示
す
産
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
俵
説
に

劃
し
て
議
想
さ
れ
る
、
政
治
史
的
立
場
か
ら
の
幾
つ
か
の
反
論
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
思
想
史
事
的
方
法
の
有
効
性
を
著
者
は
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
マ
ル
ク
ス

主
義
理
論
と
中
園
の
客
観
的
状
況
と
の
相
互
関
係
の
検
討
に
よ
っ
て
、
次
の
三

つ
の
結
論
が
導
き
う
る
と
い
う
。
①

マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
の
嬰
化
は
、
中
園
の

客
観
的
な
現
貨
の
反
映
で
は
な
く
て
、
中
園
共
産
主
義
者
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ

た
現
寅
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
反
映
で
あ
る
。
②
中
園
共
産
主
義
は
、
マ
ル

ク
ス
主
義
理
論
の
同
県
の
怠
闘
を
隠
蔽
し
正
骨
固
化
す
る
た
め
の
試
み
で
あ
る
。
③

中
園
共
産
主
義
は
、
現
存
の
歴
史
的
欣
況
を
獲
草
す
る
た
め
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的

精
紳
の
一
形
態
で
あ
る
。

最
後
に
著
者
は
、
右
に
の
ベ
た
如
き
中
園
の
歴
史
的
篠
件
と
マ
ル
ク
ス
主
義

の
縫
承
闘
慢
と
相
互
作
用
と
い
う
立
場
と
共
に
、
個
々
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
濁

自
の
知
的
情
緒
的
傾
向
と
い
う
鮎
で
の
研
究
が
必
要
だ
と
説
く
。

第
二
享
。
こ
の
章
で
は
、
日
本
へ
留
皐
し
、
一
九
一
六
年
踊
闘
す
る
ま
で
の

期
間
の
思
想
形
成
が
あ
っ
か
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
李
の
経
歴
の
詳
細
な
記
述

は
避
け
て
、
著
者
が
提
示
し
た
新
資
料
、
或
は
著
者
濁
自
の
李
大
剣
の
理
解
を

拾
っ
て
ゆ
く
。

箸
者
は
ま
ず
‘
李
が
早
く
雨
親
を
失
っ
て
祖
父
母
に
養
育
さ
れ
た
貼
に
注
目

し
て
、
人
絡
形
成
の
上
に
及
ぼ
し
た
影
響
|
|
後
年
、
古
い
世
代
や
停
統
に
謝

し
て
同
情
的
で
あ
っ
た
り
、
誰
に
謝
し
で
も
よ
き
友
達
だ
っ
た
の
は
、
祖
父
母

と
の
情
愛
の
こ
も
っ
た
つ
な
が
り
に
よ
る
と
い
う
ー
ー
ー
を
指
摘
し
、
ま
た
そ
の

結
婚
生
活
に
つ
い
て
は
、
祖
父
に
強
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
他

の
新
知
識
人
と
透
っ
て
、
離
婚
し
た
り
、
妻
を
見
棄
て
た
り
せ
ず
、
一
生
彼
女

を
愛
し
た
こ
と
に
注
意
し
て
い
る
。

北
洋
法
政
専
門
事
校
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
雑
誌
『
言
治
』
に
後
表
さ
れ
た

幾
つ
か
の
政
論
が
分
析
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
一
般
的
政
治
傾
向
は
、
「
儒
数

の
倫
理
的
数
訓
と
西
欧
の
自
由
主
義
的
立
憲
論
と
の
や
や
唆
妹
な
混
合
」
だ
と
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批
評
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
大
哀
篇
」
ハ
一
九
二
二
)
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る

政
治
思
想
は
、
多
く
の
鮎
で
停
統
的
儒
教
的
見
解
に
結
び
つ
い
て
い
る
が
、
李

は
侍
統
的
秩
序
の
復
興
に
は
関
心
が
な
く
て
、
む
し
ろ
正
統
な
儒
数
的
見
解
か

ら
、
極
め
て
非
停
統
的
で
、
殆
ど
人
民
主
義
者
H
U
C

宮

-E
的
観
念
|
|
人
民

を
園
家
か
ら
守
る
手
段
と
し
て
の
人
民
主
権
と
い
う
1

1
を
導
い
た
、
と
説
明

さ
れ
る
。

李
は
宋
数
仁
暗
殺
事
件
三
九
一
三
年
三
月
〉
で
、
よ
き
支
配
の
効
果
に
封

す
る
信
頼
、
現
慢
制
に
謝
す
る
希
望
を
最
終
的
に
う
ち
く
だ
か
れ
、
政
禁
政
治

家
に
反
感
を
抱
く
が
、
け
れ
ど
も
笛
時
流
行
し
た
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
や
テ
ロ
リ
ズ

ム
に
は
赴
か
ず
、
む
し
ろ
こ
れ
と
は
封
決
し
、
「
是
非
篇
」
(
一
九
=
ニ
)
で

は
、
「
自
由
と
秩
序
の
問
題
に
謝
し
て
ほ
と
ん
ど
儒
数
的
な
ま
で
に
保
守
的
な

接
近
の
し
か
た
を
し
て
い
る
」
と
著
者
は
見
る
。

一
九
一
一
一
一
年
の
中
頃
ま
で
に
、
李
が
進
歩
黛
と
結
び
つ
い
た
こ
と
に
つ
い

て
、
著
者
は
、
自
由
主
義
的
代
議
制
と
い
う
思
想
的
類
似
性
と
、
湯
化
龍
と
の

世
俗
的
な
結
び
つ
き
(
経
務
的
パ
ト
ロ
ン
と
い
う
)
を
穆
げ
る
。
し
か
し
進
歩

黛
へ
の
参
加
は
、
全
く
紹
笠
的
な
政
治
欣
況
の
中
で
、
不
承
不
承
に
選
ん
だ
も

の
だ
っ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
李
の
紹
霊
感
に
つ
い
て
、
著
者
は
、

ベ
玄
可
〉
E
o
r
F
O
間同名
}
q
z
-
V
-
引
用
し
て
、
「
停
土
宗
の
中
広
後
退
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
ハ
た
だ
し
引
用

文
か
ら
は
、
著
者
の
よ
う
に
は
讃
み
と
れ
な
い
)
。

李
は
一
九
一
一
一
一
年
十
月
、
湯
化
龍
の
援
助
で
日
本
に
留
墜
す
る
け
一
九
一
四

年
に
創
設
さ
れ
た
中
華
革
命
篤
と
密
着
し
て
活
動
し
、
そ
の
黛
員
の
支
持
の
も

と
に
紳
州
皐
曾
を
つ
く
っ
て
畢
生
を
動
員
し
、
実
世
凱
の
濁
裁
化
に
反
劃
し

た
。
グ
ッ
ド
ナ
ウ
に
反
論
し
て
人
民
の
権
利
を
擁
護
し
た
論
文
「
園
情
」
(
一

九
一
四
)
に
つ
い
て
著
者
は
、
「
古
い
秩
序
の
強
固
さ
に
制
劃
す
る
奇
妙
な
ノ
ス

タ
ル
ジ
ア
が
あ
る
n

祉
曾
の
自
然
状
態
を
園
家
が
侵
害
す
る
こ
と
に
封
す
る
殆

ど
ル
ソ
l
主
義
者
的
な
嫌
惑
が
あ
る
L

と
許
し
て
い
る
わ

李
が
二
十
一
箇
傑
要
求
に
反
謝
す
る
運
動
に
波
頭
し
て
、
「
警
告
全
国
父
老

書
」
「
園
民
之
薪
婚
」
(
共
に
一
九
一
五
)
を
書
い
た
時
、
民
族
主
義
的
情
緒

は
最
高
潮
に
達
し
た
と
の
ベ
る
。

こ
の
留
皐
時
代
に
、
陳
濁
秀
の
「
愛
国
心
輿
自
覚
心
L

を
反
駁
し
た
論
文

「
厭
世
心
奥
自
覚
心
」
(
一
九
一
五
〉
が
あ
る
。
著
者
は
、
特
に
こ
の
論
争
に

注
目
し
て
、
と
も
に
後
の
共
産
黛
創
設
者
と
な
る
二
人
の
思
想
的
傾
向
の
重
要

な
相
違
が
、
す
で
に
こ
の
時
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

今
日
の
中
闘
が
必
要
と
す
る
の
は
、
人
々
の
愛
関
心
で
は
な
く
て
自
究
心
で

あ
り
、
情
緒
的
思
考
で
は
な
く
て
知
性
で
あ
り
、
個
別
的
問
題
に
つ
い
て
の
知

識
だ
、
と
い
う
陳
濁
秀
の
主
張
、
著
者
は
こ
こ
に
、
陳
が
後
年
、
マ
ル
ク
ス
主

義
を
普
遍
的
構
威
と
決
定
論
的
方
法
で
理
解
し
た
、
そ
の
端
絡
を
見
出
す
。
こ

れ
に
劃
し
て
李
大
剣
は
、
愛
園
心
と
自
覚
心
と
を
封
立
さ
せ
ず
、
愛
園
心
は
自

覚
心
の
褒
展
に
と
っ
て
基
本
的
な
要
素
だ
と
す
る
。
そ
し
て
人
聞
の
自
覚
的

意
志
に
よ
る
現
賞
獲
革
の
な
か
で
果
し
て
い
る
人
間
活
動
の
役
割
が
重
視
さ
れ

る
。
二
、
三
カ
月
前
、
中
闘
の
苦
境
の
罪
を
外
国
の
侵
略
に
錦
し
た
李
が
、
今

や
、
そ
の
責
任
は
我
々
自
身
に
あ
る
と
主
張
し
だ
し
た
、
と
著
者
は
い
う
。

「
人
間
は
個
人
的
に
も
全
燈
と
し
て
も
、
自
分
の
境
遇
に
責
任
が
あ
り
、
自
費

的
活
動
を
通
じ
て
そ
の
境
遇
を
嬰
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
主
張
で
あ
る

と
も
説
く
。
そ
し
て
著
者
は
、
こ
う
い
う
主
張
の
中
に
、
停
統
的
世
界
観
か

ら
の
訣
別
、
自
然
の
ま
ま
の
排
外
感
情
か
ら
の
脱
皮
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
更
に
、
新
し
い
要
素
と
し
て
の
、
能
動
主
義
田
町
巴
三
ω
ヨ
的
意
味
を
含
ん

だ
個
人
的
自
覚
の
役
割
の
強
調
が
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
思
想
に
も
と
づ
い
て
い
る

の
に
注
目
す
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
は
、
裳
世
凱
の
帝
制
復
活
運
動
が
筏
貼
に
達
し

て
い
た
。
紹
霊
的
な
政
治
扶
況
の
中
で
、
右
の
よ
う
な
幾
観
主
義
的
な
観
念

が
、
ど
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
。
著
者
は
、
最
初
の
影
響
は
自
由
意
志
に

つ
い
て
の
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
思
想
で
あ
り
、
こ
れ
を
補
強
す
る
の
に
エ
マ

1
ソ
ン

の
築
観
的
な
超
越
論
可
自
凹
円

B
L
E
S
-
-白
日
が
働
い
て
い
る
と
言
う
。
そ
こ

で
、
こ
の
よ
う
な
思
想
的
産
物
で
あ
る
「
青
春
」
(
一
九
二
ハ
)
が
と
り
あ
げ

ら
れ
る
。
こ
の
論
文
の
主
題
を
、
著
者
は
、
「
再
生
の
緋
惹
法
μ

と
呼
ん
で
い

る
。
そ
れ
は
、
宇
宙
進
化
に
つ
い
て
の
緋
設
法
的
観
剛
聞
か
ら
導
か
れ
た
、
二
元

性
の
観
念
と
歴
史
の
中
で
は
全
き
消
滅
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
信
念
で
あ
る
と

説
明
さ
れ
る
。
こ
の
緋
詮
法
的
な
進
化
と
再
生
の
哲
事
|
|
超
越
論
的
哲
撃

は
、
李
の
政
治
活
動
に
と
っ
て
の
築
観
主
義
的
な
根
援
を
奥
え
、
同
時
に
、
西

欧
思
想
に
深
く
影
響
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
李
に
一一
再
び
停
統
的
債
値
の
設
見
に
立

ち
返
ら
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
今
出
現
し
つ
つ
あ
る
「
青
春
中
華
」
は
、
有
機
的

に
古
き
中
園
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
考
え
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
、
と
著
者
は

い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
青
春
中
華
」
の
再
生
と
い
う
観
念
は
、
五
回
運
動
期

の
若
い
知
識
人
や
政
治
指
導
者
を
刺
戟
し
た
だ
け
で
な
く
、
深
く
根
ざ
し
た
情

緒
的
信
念
と
な
っ
て
、
後
の
中
関
共
産
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
形
式
と
内
容
を

き
め
た
、
と
も
指
摘
さ
れ
る
。

第
二
章
。

一
九
一
六
年
四
月
、
討
裳
運
動
に
参
加
す
る
た
め
に
恒
開
園
し
て
進

歩
篤
と
関
係
を
も
ち
、
つ
い
で
章
士
剣
と
関
係
す
る
が
、
い
ず
れ
も
札
機
を
生

じ
て
、
李
の
立
憲
主
義
が
次
第
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
傾
向
に
赴
き
、
途
に
政
治
活

動
か
ら
暫
時
訣
別
せ
、
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
そ
う
し
た
思
想
過
程
が
叙
述
さ
れ

る。
陽
園
後
間
も
な
く
書
か
れ
た
長
論
文
「
民
券
輿
政
治
」
(
一
九
二
ハ
)
で
、

李
は
、
中
園
の
過
去
の
中
に
人
民
主
権
と
自
由
と
の
土
長
を
求
め
つ
つ
立
憲
制

の
主
張
を
展
開
す
る
が
、
こ
こ
に
は
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
民
主
主
義
的
人
民
主
義
的

潮
流
が
流
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
ラ
な
信
念
と
進
歩
常
時
の
権
力
迎
合
的
態
度
と
の

矛
盾
の
た
め
に
、
李
は
進
歩
篤
と
紹
縁
し
た
の
だ
、
と
著
者
は
見
る
。
翌
年
一

月
、
李
は
章
土
剣
に
招
か
れ
て
『
甲
寅
日
刊
』
を
編
集
す
る
が
、
そ
の
ラ
デ
ィ

カ
ル
な
傾
向
は
一
層
強
ま
り
、
儒
教
は
専
制
政
治
の
た
め
の
道
具
に
な
っ
た
と

す
る
最
初
の
停
統
思
想
へ
の
攻
撃
(
「
孔
子
輿
憲
法
」
〉
が
始
ま
り
、
更
に
、
二

年
前
に
は
ル
ソ
ー
か
ら
人
民
支
配
の
観
念
を
導
い
た
の
が
、
同
じ
ル
ソ
ー
か

ら
、
中
園
の
吠
況
で
は
議
禽
主
義
に
よ
っ
て
は
人
民
の
意
志
は
貫
現
し
え
な

い
と
し
て
、
今
度
は
、
革
命
の
理
論
的
正
賞
性
を
導
き
出
し
た
(
「
暴
力
輿
政

治
」
)
。
こ
う
い
う
思
想
的
立
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
孫
文
に
も
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム

に
も
接
近
せ
ず
‘
『
新
青
年
』

グ
ル
「
プ
に
参
加
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
著
者

は
、
首
時
の
李
の
孤
立
感
・
疎
隔
感
|
|
そ
れ
は
『
新
青
年
』

グ
ル
ー
プ
に
も

共
通
す
る
ー
ー
か
ら
き
て
い
る
と
説
明
す
る
。
し
か
し
陳
濁
秀
ら
と
李
と
の
聞

に
は
明
確
な
相
違
が
あ
っ
た
と
し
て
、
愛
園
主
義
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
態

度
、
儒
数
的
停
統
へ
の
態
度
、
政
治
問
題
に
劃
す
る
態
度
、
吐
曾
、F
l
ウ
ィ
ニ

ズ
ム
・
マ
ル
サ
ス
主
義
に
謝
す
る
態
度
(
陳
は
熱
狂
的
に
支
持
す
る
が
、
李
は

批
剣
的
。
「
戟
宇
奥
人
口
問
題
」
)
に
つ
い
て
雨
者
を
比
較
し
、
更
に
李
は
、
現

代
文
明
は
協
力
の
文
明
だ
と
し
て
青
年
と
老
人
の
協
力
、
階
級
互
助
、
進
歩
と

保
守
の
相
互
依
存
を
説
く
(
「
青
年
奥
老
人
」
「
新
的
、
醤
的
」
〉
な
ど
、
陳
ら

よ
り
ず
っ
と
穏
健
で
保
守
的
で
さ
え
あ
っ
た
、
と
著
者
は
結
論
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
李
大
剣
が
、
十
月
革
命
の
撃
に
ま
っ
さ
き
に
感
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
急
進
的
か
保
守
的
か
と
い
う
範
醗
で
は

律
し
き
れ
ぬ
問
題
だ
、
と
著
者
は
断
定
す
る
。
そ
こ
で
、
二
つ
の
封
立
す
る
文

化
の
綜
合
と
、
そ
の
過
程
で
中
園
文
化
が
生
き
生
き
と
し
た
役
割
を
果
す
こ
と

を
強
調
し
た
「
東
西
文
明
根
本
之
異
貼
」
(
一
九
一
八
)
を
と
り
あ
げ
、
中
薗
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の
未
来
に
射
す
る
メ
シ
ア
ユ
ツ
ク
な
ま
で
の
信
念
は
、
暫
く
遠
の
い
て
い
た
政

治
的
賞
践
の
傾
向
を
鼓
舞
す
る
も
の
だ
と
し
て
、
こ
こ

に、

後
に
マ
ル
ク
ス
主

義
の
受
容
を
容
易
に
し
た
理
由
の
一
つ
を
と
ら
え
て
い
る
。

第
三
章
。
こ
の
章
で
著
者
は
、
李
が
十
月
革
命
に
刺
戟
さ
れ
て
直
ち
に
マ
ル

タ
ス
主
義
を
受
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
を
、
彼
の
「
再
生
の
緋
霊
法
」
か

ら
説
明
し
よ
う
と
す
る
。

李
は
日
本
で
、
マ
ル
ク
ス
経
済
撃
を
熱
心
に
息
叫
ん
だ
け
れ
ど
も
、
一
九
一
八

年
末
ま
で
は
、
そ
の
影
響
を
融
政
見
で
き
な
い
。
二
月
革
命
の
消
息
が
停
え
ら
れ

た
時
、
知
識
人
の
反
感
は
一
般
に
、
大
戦
の
成
り
行
き
に
輿
え
る
意
味
に
閥
心

が
向
い
て
い
た
が
、
李
は
、
ロ
シ
ア
革
命
が
中
園
の
政
治
的
愛
草
に
刺
戟
を
奥

え
る
こ
と
を
望
ん
だ
(
「
俄
国
大
革
命
之
影
響
L

一
九
一
七
)
。
こ
の
よ
う
な
態

度
を
、
著
者
は
、
歴
史
は
諸
園
家
の
勃
興
衰
退
の
終
り
な
き
サ
イ
ク
ル
の
過
程

だ
と
い
う
緋
霊
法
哲
撃
に
基
づ
く
も
の
だ
と
説
明
す
る
。

十
月
革
命
の
時
、
園
民
黛
が
い
ち
早
く
歓
迎
し
た
の
に
反
し
て
、
『
新
青

年
』
グ
ル
ー
プ
は
長
い
間
、
全
く
反
臨
胞
を
示
さ
な
か
?
た
。
李
が
は
じ
め
て
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
見
解
を
の
べ
た
の
は
、
翌
年
七
月
の
論
文
「
法
俄
革
命
之
比

較
甑
」
で
あ
る
。
著
者
は
、
後
進
箇
ロ
シ
ア
が
そ
の
後
進
性
の
ゆ
え
に
)
設
展

の
徐
力
を
も
っ
と
の
べ
て
い
る
黙
に
注
目
し
て
、
「
後
進
性
は
紹
射
的
に
有
利

な
係
件
だ
、
中
園
や
ロ

シ
ア
の
如
き
後
進
国
の
後
進
性
そ
の
も
の
が
、
青
春
と

進
歩
の
種
子
を
も
っ
て
い
る
」
と
い
う
緋
護
法
的
な
再
生
の
哲
事
の
ゆ
え
に
、

F

シ
ア
革
命
は
李
に
と
っ
て
よ
り
直
接
的
に
、
よ
り
強
く
訴
え
か
け
た
し
、
彼

も
ま
た
好
意
的
に
そ
れ
を
眺
め
た
の
だ
、
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
李
の
こ
の
よ

う
な
考
え
は
、
ト
ロ
ッ
キ
ー
の
永
久
革
命
論
に
類
似
し
、
ま
た
毛
津
東
主
義

冨同
0
5
自
の
先
駆
だ
と
も
い
う
。
し
か
し
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
、
李
は
、
マ

ル
ク
ス
主
義
の
基
礎
的
な
唯
物
論
す
ら
も
受
入
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

李
が
十
月
革
命
を
マ
ル
ク
ス
主
義
の
普
週
的
有
効
性
を
示
す
も
の
と
し
て
認
め

る
よ
う
に
な
っ
た
最
初
の
論
文
と
し
て
、
「
切
c
r
n
Z
1
2己
の
勝
利
」
(
一
九

一
八
)
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
論
文
で
李
は
、
も
は
や
東
西
文
化
の
融
合

と
い
う
考
え
ハ
「
法
俄
革
命
之
比
較
観
」
に
も
示
さ
れ
て
い
る
)
を
放
棄
し
、

ボ
ル
シ
エ
ゲ
イ
ズ
ム
の
擁
護
者
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
李
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー

ニ
ン
・
ト
ロ
ッ
キ
ー
の
数
義
に
共
鳴
し
て
そ
の
擁
護
者
に
な
っ
た
の
で
は
な
く

て
、
「
革
命
の
行
動
そ
の
も
の
、
理
想
境
自
己

2
2ヨ
が
現
に
賓
現
さ
れ
つ

つ
あ
る
と
い
う
期
待
に
鼓
舞
さ
れ
た
か
ら
だ
」
と
説
明
さ
れ
る
。
し
か
も
李
の

ボ
ル

シ
エ
ヴ
イ
ズ
ム
革
命
讃
美
の
態
度
に
は
、
中
園
は
ま
さ
に
再
生
せ
ん
と
し

て
い
る
と
い
う
信
念
と
、
エ
マ

l
ソ
ン
の
時
間
観
念
か
ら
導
か
れ
た
「
現
在
の

瞬
間
」
を
讃
美
す
る
感
情
と
が
強
く
作
用
し
て
い
る
、
と
著
者
は
解
回
押
し
て
い

る。

一190-

第
四
章
。
ボ
ル
シ

エ
ヴ
イ
ズ
ム
へ
の
熱
情
的
な
擁
護
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
李

は
、
自
閣
の
革
命
に
つ
い
て
は
一
言
も
語
り
え
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
、
中
闘

の
欣
況
の
中
か
ら
賞
践
す
る
道
と
し
て
、
ロ

シ
ア
人
民
主
義
者
に
似
た
ス

F
l

ガ
ン
「
農
村
へ
行
け
」
を
掲
げ
て
、
農
民
が
中
国
再
生
の
基
礎
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
著
者
は
「
青
年
奥
農
村
」
(
一
九
一
九
)
を
、
「
中
国
に
お
け
る

共
産
主
義
の
脂
製
展
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
文
献
の
一
っ
と
思
わ
れ
る
」
と
い
っ

て
高
く
許
債
し
て
、
こ
の
論
文
と
ロ
シ
ア
人
民
主
義
者
(
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
〉

と
の
比
較
を
試
み
る
。
所
で
ナ
ロ

l
ド
ユ
キ
が
李
に
奥
え
た
影
響
に
つ
い
て

は
、
ボ
ル
シ
エ
ヴ
ィ
キ
革
命
の
衝
撃
を
受
け
つ
つ
ロ
シ
ア
革
命
運
動
の
歴
史
を

皐
び
は
じ
め
た
時
、
二
次
的
資
料
か
ら
そ
う
し
た
知
識
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ

る
、
と
著
者
は
推
測
し
て
い
る
。
著
者
に
よ
る
比
較
の
結
果
を
要
約
す
る
。
ま

ず
共
通
鮎
。
①
資
本
主
義
の
護
展
を
批
曾
主
義
達
成
の
前
提
一
に
す
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
考
え
。
②
民
主
影
山
な
重
忠
を
こ

'め
て
純
粋
な
農
村
生
活
を
ほ
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め
、
逆
に
腐
敗
し
た
都
市
を
外
関
資
本
主
義
の
産
物
と
見
な
し
た
こ
と
。
③
農

民
解
放
に
お
け
る
知
識
人
の
役
割
り
に
つ
い
て
の
李
の
見
解
は
、
ロ
シ
ア
人
民

主
義
者
の
革
命
的
自
愛
論

5
-EH貧
困師自
に
似
て
い
る
。
①
農
民
は
共
通
の

利
害
の
た
め
に
は
階
級
の
遭
い
を
の
り
こ
え
る
軍

一
の
結
合
し
た
存
在
だ
と
い

う
農
民
観
。
次
に
相
違
鮎
。
①
人
民
主
義
者
は
侍
統
的
な
農
村
共
同
値
(
ミ
l

ル
〉
を
、
枇
合
国
主
義
へ
の
特
殊
ロ
シ
ア
的
な
道
だ
と
み
な
し
た
が
、
私
的
所
有

の
十
分
に
愛
逮
し
た
中
園
農
村
の
係
件
で
は
、
農
民
は
枇
曾
主
義
的
理
想
に
向

け
て
教
育
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
ら
れ
た
。
②
西
欧
的
な
産
業
化
に
つ
い

て
、
李
は
人
民
主
義
者
ほ
ど
に
は
嫌
悪
し
て
い
な
い
。
③
李
は
「
農
村
へ
行

け
」
と
呼
び
か
け
た
が
、
直
ち
に
革
命
が
お
こ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
な
い
。

む
し
ろ
中
園
の
革
命
運
動
は
農
村
と
い
う
舞
憂
し
か
な
い
と
示
唆
す
る
こ
と
に

よ
り
、
暗
に
吐
禽
主
義
へ
の
道
は
長
く
困
難
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
認
め
た
。

第
五
章
。
こ
の
章
で
は
ま
ず
、
李
が
本
格
的
に
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
に
従
事

し
た
最
初
の
所
産
で
あ
る
「
我
的
馬
克
恩
主
義
観
」

(
一
九
一
九
〉
を
取
り
あ

げ
て
、
そ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
理
解
の
特
徴
が
解
明
さ
れ
る
。

要
約
す
る
と
、
①

李
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
中
の
、
政
治
的
貿
践
と
人
聞
の
自
究
的
役
割
の
重
要

性
を
強
調
す
る
要
素
を
、
す
な
わ
ち
階
級
闘
宇
の
理
論
を
受
入
れ
た
。
②
史
的

唯
物
論
の
も
つ
決
定
論
的
要
素
を
も
承
認
し
た
が
、
あ
ま
り
好
意
的
で
な
か
っ

た
。
③
歴
史
に
お
け
る
倫
理
的
精
神
的
要
因
の
役
割
を
マ
ル
ク
ス
主
義
者
が
強

調
し
な
い
の
に
不
満
で
、
人
間
精
紳
の
尚
皮
革
は
、
経
済
組
織
の
愛
化
を
伴
な
う

は
ず
だ
と
主
張
し
た
。
①

マ
ル
ク
ス
主
義
も
産
業
革
命
期
と
い
う
特
殊
な
歴
史

的
環
境
の
産
物
と
み
な
し
た
。

@
レ
l

ニ
ン
主
義
の
影
響
が
み
ら
れ
ぬ
こ
と
。

次
に
五
四
運
動
の
経
過
と
思
想
吠
況
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
省
略

す
る
。
つ
い
で
「
問
題
と
主
義
」
論
争
。
著
者
は
、
こ
の
論
宇
の
背
後
に
、
マ

ッ
ク
ス

・
ウ
エ

l
ハ
l
の
定
義
し
た
究
極
目
的
倫
理
(
心
情
倫
理
)
冊
子
貯
え

三
-
5
2
0
0
E
と
責
任
倫
理

a
r
I
。ご命名
D
ロωZu--
ミ

と

の
間
の
選
擦
の

問
題
が
潜
ん
で
い
る
、
と
理
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
論
争
で
、
李
は

責
任
倫
理
的
で
あ
っ
て
、
中
闘
の
祉
舎
と
歴
史
に
封
す
る
自
己
の
個
人
的
責
任

を
深
く
自
覚
し
て
い
た
が
、
胡
適
は
心
情
倫
理
を
求
め
る
こ
と
を
好
み
、
政
治

に
閥
奥
す
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
も
結
局
、
中
国
の

欣
況
の
中
で
は
許
さ
れ
ず
、
二
つ
の
倫
理
的
態
度
の
い
ず
れ
を
も
保
て
な
か
っ

た
、
と
説
明
さ
れ
る
。

陳
濁
秀
は
、
こ
の
論
争
の
嘗
時
、
デ
ュ

l
イ
の
漸
進
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
持

し
て
い
た
(
「
賀
行
民
府
的
基
礎
」
一
九
一
九
)
が
、
間
も
な
く
デ
ュ

l
イ
を

離
れ
て
、
明
確
に
マ
ル
ク
ス
主
義
に
改
宗
し
た
(
「
持
働
者
底
究
悟
」

一
九
二

O
)。
し
か
し
、
そ
の
理
解
の
し
か
た
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
「
陳
は
初
期
に

民
主
主
義
と
科
事
と
を
受
容
し
た
の
と
同
じ
精
一
脚
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
そ
っ

く
り
受
け
入
れ
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
は
彼
に
と
っ
て
、
現
代
西
欧
思
想
の
血
液
も

進
歩
し
た
表
現
と
し
て
、
民
主
主
義
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
」
と
評
さ
れ
る
。

こ
の
章
の
最
後
は
、
初
期
の
共
産
主
義
国
鐙
に
つ
い
て
の
詳
細
で
煩
雑
な
記

述
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
が
。
資
料
的
に
は
、
ほ
と
ん
ど
目
新
し
い
も
の
は
な

③
 

、しV
第
六
章
。
著
者
は
、
李
大
剣
が
一
九
一
一
一
年
末
ま
で
に
、
階
級
闘
争
理
論
、

歴
史
に
お
け
る
人
聞
の
観
念
と
意
識
の
役
割
の
問
題
、
中
園
で
枇
曾
主
義
を
賀

現
す
る
た
め
の
縦
済
的
係
件
の
問
題
に
つ
い
て
の
基
本
的
見
解
に
到
達
し
て
い

た
、
そ
し
て
そ
の
理
解
は
後
年
の
政
治
活
動
に
反
映
さ
れ
た
、
と
説
く。

そ
し

て
、
右
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
小
見
出
し
を
掲
げ
て
詳
述
し
て
い
る
。

階
級
闘
宇
論
。
李
の
階
級
闘
争
論
の
特
色
は
、
枇
命
国
経
済
的
な
捌
連
か
ら
引

き
離
さ
れ
て
、
意
識
の
要
素
に
集
中
さ
れ
が
ち
で
あ
り
、
ま
た
民
族
主
義
的
な

含
蓄
を
も
っ
。
更
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
李
は
、
「
新
紀
元
」
(
一
九
一
九
)
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で
、
相
互
扶
助
論
を
武
器
に
し
て
人
類
の
歴
史
に
つ
い
て
の
祉
曾
F
l
ウ
ィ
ニ

ズ
ム
的
説
明
を
反
駁
し
、
「
階
級
競
字
輿
互
助
」
(
一
九
一
九
)
で
は
、
相
互

扶
助
は
階
級
闘
争
と
補
い
合
う
も
の
だ
と
し
て
、
階
級
闘
争
論
宏
鈍
ら
せ
て
い

る
。
李
は
階
級
闘
争
を
個
#
の
闘
の
中
で
行
な
わ
れ
る
過
程
と
し
て
で
な
く
、

最
終
的
な
世
界
的
規
模
で
の
過
程
と
み
な
す
傾
向
が
あ
る
、
と
著
者
は
解
標
す

る
。
そ
の
例
と
し
て
、
「
由
経
済
上
解
懇
中
国
近
代
思
想
嬰
動
的
原
因
」
(
一

九
二

O
)
に
出
て
く
る
一
節
「
(
中
園
は
)
箇
民
全
鰻
が
次
第
に
世
界
プ
F

レ

@
 

タ
リ
ア
l
ト
の
一
部
に
費
え
ら
れ
た
」
が
引
用
さ
れ
る
。
圏
内
の
経
済
的
祉
曾

的
後
進
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
今
日
の
世
界
経
済
の
中
で
は
、
中
園
は
貧
際

上
、
世
界
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
位
置
に
立
っ
て
い
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
中

国
で
有
力
に
な
っ
て
い
る
新
思
想
(
枇
曾
主
義
)
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
民
族

と
し
て
の
中
園
の
状
態
に
呼
感
し
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
ま
た
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
的
民
族
と
し
て
の
中
閣
は
、
革
命
的
階
級
と
し
て
世
界
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命

に
参
加
す
る
資
格
が
あ
る
。
以
上
は
、
著
者
に
よ
っ
て
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
さ
れ
た

李
の
見
解
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
階
級
闘
争
の
と
ら
え
か
た
の
中
に
は
、
民
族

主
義
と
革
命
的
な
自
鼎
世
論
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
階
級
闘
争
論
を
決
定
論
的
束

縛
か
ら
解
放
し
、
そ
れ
が
極
端
に
柔
軟
に
中
園
の
欣
況
に
適
用
さ
れ
る
の
を
許

し
た
、
と
著
者
は
高
く
許
領
し
て
い
る
。

歴
史
に
お
け
る
自
覚
の
役
割
。
「
物
質
製
動
奥
道
徳
嬰
動
」
(
一
九
一
九
)

「
唯
物
史
観
在
現
代
史
事
上
的
債
値
L

(

一
九
二

O
〉
の
二
論
文
を
と
り
あ
げ

て
、
李
が
、
人
間
の
観
念
や
倫
理
的
原
則
は
、
車
に
物
質
的
存
在
の
餐
化
の
反

映
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
唯
物
論
的
公
式
を
支
持
し
な
が
ら
、
同
時
に
倫
理
は
本

来
的
な
人
間
性
で
あ
り
、
濁
立
し
た
祉
禽
的
勢
力
で
あ
る
こ
と
も
主
張
し
て
い

て
、
雨
者
の
矛
盾
を
調
和
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
な
い
の
は
、
彼
が
唯
物
史
観
を

自
分
の
寅
践
的
必
要
の
満
足
の
た
め
に
、
或
は
中
国
の
さ
し
せ
ま
っ
た
吠
況
に

糾
到
す
る
関
心
の
た
め
に
解
四
押
し
た
か
ら
だ
、
と
著
者
は
説
明
す
る
。
著
者
は
、

こ
こ
で
も
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
な
る
前
か
ら
も
っ
て
い
た
能
動
主
義
的
衝
動

釦

n
Z
1
2
R
F
B唱
E
r
g
の
強
い
影
響
を
認
め
て
い
る
。

工
業
化
と
祉
曾
主
義
に
つ
い
て
の
討
論
。
一
九
二

O
年
後
半
に
、
張
東
孫
・

ラ
ッ
セ
ル
・
デ
ュ

l
イ
と
枇
曾
主
義
者
と
の
聞
に
た
た
か
わ
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ

る
「
祉
曾
主
義
論
戦
」
に
間
接
的
に
燭
れ
た
李
の
設
言
(
費
究
天
へ
の
手
紙
、

一
九
二
一
)
を
引
き
、
中
国
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
民
族
だ
と
い
う
理
論
と
同
じ

基
礎
に
立
っ
て
、
祉
曾
主
義
的
工
業
化
の
道
を
主
張
し
た
も
の
だ
、
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

第
七
章
。
こ
こ
で
は
、
一
九
二

O
年
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
七
年
間
、
李
の
主
要

な
閥
心
は
唯
物
史
観
の
研
究
だ
っ
た
と
の
ベ
て
、
ま
ず
、
「
史
観
」
(
一
九
二

O
〉
「
史
事
要
論
」
(
一
九
二
三
)
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
歴
史
研
究
の
態
度
が

と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
を
著
者
は
、
決
定
論
的
な
唯
物
史
観
の
公
式
が
く
り

か
え
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
自
分
の
政
治
的
貧
践
の
必
要
性
、
マ

ル
ク
ス
主
義
の
自
鼎
世
論
的
な
解
擦
の
た
め
の
支
え
を
見
つ
け
る
た
め
」
の
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
特
色
は
、
彼
が
、
過
去
の
歴
史
に
つ
い
て
の
正
し
い
観
鮎
、

現
在
の
生
活
に
と
っ
て
の
意
味
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
閥
心
を
寄
せ
な
か
っ
た

鮎
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
。
次
に
、
「
不
可
避
性
の
問
題
」
と
い
う
小

見
出
し
を
掲
げ
て
、
こ
こ
で
は
、
「
馬
克
思
的
歴
史
哲
撃
」
(
一
九
二

O
)
「聖

西
門
的
歴
史
観
」
(
一
九
一
一
一
一
一
)
等
を
と
り
あ
げ
る
。
李
は
こ
れ
ら
の
著
作
を

通
し
て
、
一
位
曾
主
義
の
必
然
性
に
つ
い
て
の
信
念
を
強
化
し
た
が
、
同
時
に
、

唯
物
史
観
か
ら
運
命
論
的
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
の
を
恐
れ
た
の
で
、
彼
は
そ

れ
が
自
舞
と
人
間
活
動
を
絞
舞
す
る
も
の
だ
と
強
調
し
た
。
「
時
間
の
観
念
」

の
項
で
は
、
現
在
を
最
も
貴
い
も
の
、
人
聞
の
創
造
的
活
動
に
と
っ
て
無
限
の

機
曾
を
提
供
す
る
も
の
と
み
な
す
李
の
時
間
観
念
は
、
彼
の
歴
史
観
の
特
色
の
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一
つ
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
超
越
論
的
時
間
論
は
、
マ
ル

ク
ス
主
義
者
に
な
っ
て
後
も
、
そ
の
著
作
に
強
く
影
響
し
て
い
る
と
し
て
、

「
今
奥
古
」
「
時
」
(
と
も
に
一
九
一
一
一
二
)
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
著
者
は
、

李
が
現
在
と
い
う
瞬
間
に
働
い
て
い
る
歴
史
的
客
観
的
な
カ
を
み
な
い
で
、
現

イ
ム
バ
ル
ス

在
に
お
け
る
革
命
へ
の
衝
動
だ
け
を
見
ょ
う
と
す
る
の
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
か

ら
の
重
大
な
逸
脱
で
あ
る
と
批
評
し
、
彼
の
時
間
論
を
「
、
氷
久
的
賓
践
の
哲

皐
」
と
呼
ん
で
い
る
。
「
中
園
の
歴
史
」
の
項
で
は
、
李
の
政
治
論
文
や
歴
史

理
論
に
つ
い
て
の
著
作
を
通
し
て
、
彼
の
中
園
史
に
闘
す
る
見
解
を
求
め
、
そ

こ
に
二
つ
の
特
徴
を
見
い
出
し
て
い
る
。
①
歴
史
設
展
に
つ
い
て
の
普
遍
的
な

型
を
中
闘
史
に
適
用
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
す
な
わ
ち
箪
線
型

E
F
-
-
5
2

H
V
2
5
3
で
は
な
く
て
、
「
東
と
西
の
方
向
を
異
に
し
た
歴
史
的
パ
タ
ー
ン
」

「
あ
ら
ゆ
る
民
族
的
特
殊
性
を
そ
の
親
野
の
中
に
包
ん
だ
」
一
般
的
理
論
を
提

案
し
た
。
②
近
代
中
園
史
に
つ
い
て
の
極
め
て
民
族
主
義
的
な
解
稗
。
例

え

ば
、
太
卒
天
圏
、
義
和
幽
に
つ
い
て
、
反
満
運
動
と
し
て
で
は
な
く
て
、
帝
園

主
義
に
反
封
す
る
人
民
の
闘
字
の
序
幕
だ
と
し
た
。

第
八
章
。
こ
の
章
の
議
論
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
は
本
来
園
際
主
義
的
で
あ
っ

て
、
民
族
主
義
は
消
滅
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
保
守
主
義
と
結
び
つ
く
も
の
だ

と
い
う
前
提
で
始
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
著
者
に
よ
っ
て
封
立
さ
せ
ら
れ

て
い
る
民
族
主
義
と
園
際
主
義
が
、
李
の
生
涯
を
通
じ
て
、
交
互
に
濃
度
を
増

し
た
り
、
或
は
雨
者
が
複
雑
な
一
趨
閥
係
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
、
解
し
が
た

い
謎
だ
と
さ
れ
る
。
「
民
族
主
義
的
理
由
の
た
め
に
園
際
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
を
採
用
し
、
そ
れ
を
民
族
主
義
的
目
的
に
用
い
る
と
い
う
中
国
知
識
人
の
逆

説
は
、
中
図
的
環
境
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
と
民
族
主
義
の
聞
の
閥
係
の

一

側
面
に
す
、
ぎ
ぬ
」
と
い
う
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
李
は
最
初
、
大
部
分
の
知
識
人

と
同
様
、
熱
心
な
民
族
主
義
者
と
し
て
出
議
し
た
が
、
十
月
革
命
へ
の
支
持
を

表
明
し
た
時
、
園
際
主
義
を
受
入
れ
て
、
以
前
の
民
族
主
義
と
の
調
和
に
迫
ら

れ
た
。
し
か
し
、
帝
園
主
義
の
侵
略
に
封
抗
す
る
ア
ジ
ア
連
邦
を
提
唱
し
た

時
、
彼
の
「
新
ア
ジ
ア
主
義
」
は
園
際
主
義
の
表
明
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
中

園
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
的
民
族
」
と
い
う
概
念
で
は
、
民
族
主
義
的
意
味
は

不
明
瞭
で
あ
る
。
民
族
的
関
宗
と
階
級
的
関
字
と
は
同
義
語
で
あ
っ
て
、
中
園

が
園
際
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
闘
字
で
特
殊
な
役
割
を
果
す
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
李
の
民
族
主
義
的
感
情
は
、
一
九
二
二
年
以
後
の
著
作
に
強
く
反
映
し
て

い
る
。

「
史
聞
学
要
論
L

で
は
、
中
園
の
停
統
に
劃
す
る
民
族
主
義
的
評
債
が
求

め
ら
れ
た
。
更
に
、
階
級
闘
争
を
白
人
と
非
白
人
と
の
人
種
聞
の
封
立
と
し
て

論
じ
た
「
人
種
問
題
」
(
一
九
二
四
〉
は
、
彼
の
民
族
主
義
的
傾
向
の
紹
頂
を

示
す
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
彼
の
こ
の
結
論
は
「
中
閣
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
民

族
」
と
い
う
理
論
の
論
理
的
延
長
だ
と
著
者
は
い
う
。
所
で
こ
の
よ
う
な
理
論

は
本
来
、
外
部
の
敵
の
前
で
は
圏
内
の
階
級
封
立
の
存
在
は
否
定
さ
れ
、
解
消

さ
れ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
(
戴
季
陶
の
理
論
は
、
そ
の
好
例
)
。
し
か
し

李
は
、
そ
の
よ
う
な
ウ
ル
ト
ラ
民
族
主
義
の
一
歩
手
前
で
退
い
て
、
マ
ル
ク
ス

主
義
者
と
し
て
の
立
場
を
保
っ
た
、
と
著
者
は
い
う
。

第
九
章
。
李
の
革
命
論
と
レ
l
ニ
ン
主
義
と
の
比
較
が
試
み
ら
れ
る
。
著
者

は
、
レ

l
ニ
ン
主
義
の
諸
特
徴
||
自
裂
性
と
自
脇
島
、
黛
組
織
、
プ
F

レ
タ
リ

ア
と
マ
ル
ク
ス
主
義
的
知
識
人
ー
ー
を
検
討
し
た
後
、
そ
れ
を
李
の
革
命
論
と

封
比
す
る
。
類
似
鮎
。
①
革
命
的
知
識
人
の
先
腐
的
役
割
を
強
調
し
た
こ
と
。

②
革
命
過
程
に
お
け
る
自
覚
の
役
割
の
重
要
性
を
説
い
た
こ
と
。
し
か
し
な
が

ら
、
レ
1

ニ
ン
に
と
っ
て
、
異
の
方
向
性
あ
る
力
と
し
て
の
自
覚
は
、
革
命
的

知
識
人
の
属
性
で
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
、
革
命
運
動
の
客
種
た
る

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
属
性
と
し
て
の
自
渡
性
と
共
に
、
集
中
化
さ
れ
た
黛
の
中
で

組
織
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
封
し
、
李
は
黛
組
織
宮
己
可

O

門官，
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ロ日

NEDロ
の
役
割
を
全
く
許
債
し
な
い
し
、
「
自
覚
は
一
般
人
民
の
固
有
の
属

性
で
あ
っ
て
、
知
識
人
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
知
識
人
の
介
入
は
、

こ
の
普
遍
的
な
自
費
を
解
放
す
る
た
め
に
の
み
必
要
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
な

相
違
を
、
著
者
は
、
二
人
に
影
響
を
奥
え
た
人
民
主
義
と
い
う
問
題
に
閥
連
づ

け
る
。
レ
l

ニ
ン
の
場
合
、
ロ
シ
ア
人
民
主
義
に
導
か
れ
た
ぐ
DEER-ω
自

が
マ
ル
ク
ス
の
決
定
論
的
公
式
と
混
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
李
大
針
の
人
民

主
義
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
な
る
前
の
、
「
不
自
然
な
力
に
よ
っ
て
抑
座
さ

れ
て
い
る
。
人
民
の
一
般
意
志

g
g
B
Cロ
ヨ
ロ

o
r
Z
M
M
O
G
-
P
が
あ
る
と

い
う
信
念
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
こ
の
信
念
は
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
な

っ
て
後
も
強
化
さ
れ
、
政
治
組
織
と
し
て
の
民
主
主
義
が
、
人
民
の
精
神
と
意

志
の
自
由
な
表
現
を
抑
墜
す
る
こ
と
に
封
す
る
反
感
す
ら
も
示
さ
れ
て
い
る

(
「
卒
民
主
義
興
工
人
政
治
」
一
九
二
二
、
「
卒
民
主
義
」
一
九
二
三
〉
。

第
十
章
。
都
市
街
働
者
の
組
織
化
に
専
念
し
て
い
た
李
が
、
民
族
ブ
ル
ジ
ヨ

ワ
革
命
を
目
指
す
国
共
合
作
を
、
な
ぜ
支
持
し
た
の
か
が
、
こ
の
章
の
主
題
で

あ
る

0

・
一
九
二
三
年
八
月
、
杭
州
で
開
か
れ
た
中
共
中
央
委
員
曾
で
、

7
1
リ

γ
が
園
共
合
作
の
提
案
を
行
な
い
、
翌
年
六
月
の
三
全
大
舎
で
、
こ
れ
が
正
式

に
承
認
さ
れ
た
。
著
者
は
、
こ
の
時
李
大
剣
は
、
マ

l
リ
γ
提
案
の
支
持
者
だ

司
た
と
推
定
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
一
九
二
二
年
末
、
北
京
の
黛
に
は
漸
進

振
と
急
進
汲
の
謝
立
が
生
じ
、
前
者
は
、
李
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
支
持
の
下
に

中
国
の
係
件
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
階
級
闘
字
に
は
不
通
笛
で
、
先
ず
「
園
民

革
命
」
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
共
産
黛
が
闘
民
黛
内
部
で
活
動
す
る
の

が
最
善
だ
と
主
張
し
て
い
た
こ
と
(
坊
魯
「
清
算
陳
濁
秀
」
一
九
一
一
一
一
一
一
)
、
更

に
李
自
身
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
傾
向
と
し
て
、
①
中
国
の
都
市
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の

革
命
能
力
に
徐
り
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
(
「
馬
克
思
的
経
済
撃
設
」
一

九
二
一
口
、
②
帝
国
主
義
が
主
要
な
敵
で
あ
る
か
ら
、
革
命
闘
争
に
は
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、
帝
国
主
義
の
被
害
者
で
あ
る
全
階
級
を
含
む
べ
き
だ
と

い
う
民
族
主
義
的
主
張
(
「
十
月
革
命
輿
中
園
人
民
」
一
九
一
一
一
一
)
を
掌
げ
て

い
る
。
そ
し
て
李
は
、
園
共
合
作
の
期
間
中
、
孫
文
の
「
園
民
革
命
」
に
封
し

て
、
①
そ
れ
は
階
級
性
を
も
っ
た
太
卒
天
園
民
族
革
命
の
停
統
を
受
け
つ
い
だ

(
「
中
山
主
義
的
園
民
革
命
奥
世
界
革
命
」
「
孫
中
山
先
生
在
中
園
民
族
革
命

史
上
之
位
置
」
と
も
に
一
九
二
六
〉
。
②
園
民
革
命
は
世
界
革
命
の
一
部
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
反
帝
国
主
義
運
動
は
、
全
世
界
の
革
命
的
闘
争
の
動
向

を
き
め
る
決
定
的
な
カ
で
あ
る
。
③
園
民
革
命
は
、
性
格
と
し
て
は
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
的
で
あ
り
、
願
望
と
し
て
は
一
位
曾
主
義
的
で
あ
る
、
と
い
う
評
債
を
奥
え

て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

第
十
一
章
。
李
の
農
民
革
命
論
に
つ
い
て
は
、
森
正
夫
「
図
民
革
命
期
に
お

け
る
李
大
剣
の
農
民
問
題
論
」
(
『新
し
い
歴
史
撃
の
た
め
に
』

Z
0・
8
〉
と

い
う
す
ぐ
れ
た
論
文
が
あ
る
。
し
か
し
、
森
と
こ
の
著
者
と
の
聞
に
は
、
軒
町
債

の
上
で
の
み
な
ら
ず
、
史
料
の
扱
い
方
の
鮎
で
も
著
し
い
相
違
が
あ
る
の
で
、

こ
の
章
は
や
や
詳
し
く
紹
介
す
る
。

著
者
は
ま
ず
‘

「
土
地
奥
農
民
」
(
一
九
二
五
)
は
、
一
九
二
五
年
末
頃
の

北
方
に
お
け
る
黛
活
動
の
苦
境
か
ら
う
ま
れ
た
産
物
と
み
な
す
。
孤
立
化
し
つ

つ
あ
る
知
識
人
と
人
民
と
の
聞
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
橋
渡
し
r

を
す
る
た
め
に
、
農
民

の
反
抗
的
力
量
に
注
目
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
の
歴
史
的
制
約
は
、
「
園

民
政
府
の
強
化
、
国
民
革
命
の
完
成
と
い
う
中
で
の
農
民
革
命
の
役
割
と
い
う

限
界
内
で
考
え
て
い
た
」
と
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
論
文
は
、
①
園
民
黛
と

の
合
作
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
た
限
界
か
ら
離
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
②
農
民
の
革

命
能
力
に
つ
い
て
の
正
統
的
共
産
主
義
者
の
許
債
か
ら
離
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
具
種
的
に
は
、
農
村
陪
お
け
る
階
級
闘
争
の
必
要
性
‘
農
民

自
身
の
農
民
協
舎
の
組
織
、
農
民
自
衛
軍
の
必
要
性
な
ど
を
設
い
た
こ
と
を
指
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す。
一
九
二
五
年
か
ち
二
六
年
の
間
の
、

農
民
運
動
の
高
潮
に
際
し
て
、
一
九
二

六
年
七
月
、
上
海
で
開
か
れ
た
共
産
篤
中
央
委
員
曾
第
二
回
績
大
プ
レ
ナ
ム

は
、
こ
れ
に
釘
し
て
抑
制
的
な
見
解
を
愛
し
た
(
「
中
央
委
員
曾
政
治
報
告
」

「
農
民
運
動
に
関
す
る
決
議
」
)
。
中
央
委
員
曾
は
、
農
民
運
動
が
左
翼
的
逸
脱

の
飲
陥
を
設
展
さ
せ
、
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
極
端
で
あ
る
か
、
行
動
が
極
左
的

で
あ
る
か
の
ど
ち
ら
か
だ
と
の
ベ
て
、
そ
の
革
命
的
自
主
的
性
格
を
抑
え
は
じ

め
た
。
紅
槍
曾
に
謝
し
て
は
、
園
民
革
命
に
お
け
る
重
要
な
反
軍
閥
的
勢
力
で

あ
る
こ
と
は
認
め
た
が
、
そ
の
停
統
的
軍
事
的
秘
密
結
祉
的
活
動
に
は
不
信
を

抱
き
、
そ
の
基
本
的
に
反
動
的
な
性
格
に
つ
い
て
警
告
じ
、
更
に
軍
事
力
に
よ

る
地
方
的
権
力
の
奪
取
は
認
め
な
い
と
勧
告
し
た
。
李
は
こ
の
時
、
中
央
委
員

で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
プ
レ
ナ
ム
に
は
歓
席
し
て
い
た
。
省
時
は
三
・
一
八
大

虐
殺
の
後
だ
っ
た
か
ら
、
北
京
の
ソ
連
大
使
館
に
難
を
避
け
て
い
た
。

「魯
聴
席
隊
等
省
的
紅
槍
曾
」
(
一
九
二
六
〉
は
、
三

-一

八
以
後
、
そ
の
年
の

夏
の
終
り
ま
で
(
『
政
治
生
活
』
は
そ
の
頃
に
護
符
を
停
止
)
に
執
筆
さ
れ
た
。

こ
の
論
文
は
、
①
農
民
運
動
は
都
市
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
革
命
運
動
に
従
属
す

る
と
い
う
見
解
(
レ

l
ニ
γ
)
を
と
ら
ず
、
農
民
運
動
を
濁
立
し
た
勢
力
だ
と

み
な
し
た
、
換
言
す
れ
ば
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
代
表
と
し
て
の
共
産
黛
の
役
割
を

無
視
し
た
。
③
農
民
革
命
に
つ
い
て
、
レ

l
ニ
ン
の
前
提
か
ら
も
、

コ
ミ
ン
テ

ル
ン
や
中
共
中
央
委
員
舎
の
政
策
か
ら
も
離
れ
て
い
た
。
①
中
園
は
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
民
族
と
い
う
立
場
か
ら
、
中
園
民
族
の
大
多
数
を
占
め
る
摩
迫
さ
れ
た
農

民
の
中
に
、
革
命
の
潜
在
的
な
力
量
を
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
的
意
識
の
潜
在

を
見
出
し
た
、
と
い
う
駄
に
特
色
が
あ
る
と
著
者
は
説
く
。

結
語
。
李
が
逮
捕
さ
れ
(
一
九
二
七
年
四
月
六
日
)
死
刑
に
庭
せ
ら
れ
る

(
同
年
四
月
二
十
八
日
)
聞
の
扶
況
と
後
日
談
を
叙
述
し
た
後
、
李
の
マ
ル
ク

ス
主
義
解
懇
に
み
ら
れ
た
諸
特
徴
が
す
べ
て
、
毛
津
東
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
設

展
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
、
シ
ュ
ラ
ム
の
研
究
に
従
い
な
が
ら
説
明
さ
れ
る
。
最

後
に
著
者
は
、
李
大
針
は
中
園
共
産
主
義
運
動
を
勝
利
に
導
い
た
後
継
者
を
案

内
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
方
向
を
つ
く
り
あ
げ
、
後
に
毛
海
東
に
受
け
織
が
れ

た
非
正
統
的
政
策
の
一
般
的
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
推
進
す
る
た
め
の
案
内
者
で
あ

司
た
、
と
し
て
稽
讃
し
て
い
る
。

以
上
で
、
こ
の
著
者
の
論
貼
は
ほ
ぼ
要
約
し
た
が
、
こ
こ
で
筆
者
の
脳
裏
に

は
、
著
者
に
謝
す
る
共
感
・
反
援
・
疑
問
が
去
来
す
る
。
著
者
の
精
密
で
鋭
い

切
迫
に
は
感
嘆
し
た
が
、
そ
の
曲
折
し
て
長
く
繍
く
表
現
に
は
、
い
さ
さ
か
閉

口
し
た
。
著
者
が
意
外
に
、
ア
メ
リ
カ
人
に
通
有
の
反
共
的
感
情
を
抑
制
し

て
、
賓
詮
的
態
度
を
貫
い
て
い
た
貼
も
、
少
々
感
心
し
た
。
も
ち
ろ
ん
大
小
様

々
の
疑
問
や
不
満
も
生
ず
る
。
小
か
ら
い
え
ば
、
「
儒
教
的
停
統
的
」
と
い
う

概
念
の
唆
昧
さ
は
気
に
な
る
し
、
ル
ソ
l
主
義
が
李
に
強
い
影
響
を
奥
え
た
こ

と
を
説
き
な
が
ら
、
そ
れ
と
「
儒
教
的
停
統
的
」
な
観
念
と
の
閥
連
は
分
析
さ

れ
て
い
な
い
。
相
互
扶
助
論
と
階
級
闘
争
論
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
、
そ
の
調

和
論
的
弱
黙
は
指
摘
さ
れ
た
が
、
積
極
的
側
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
ま
だ
あ
る
が
、
今
は
省
略
し
、
最
も
気
が
か
り
な
駄
に

つ
い
て
醐
刷
れ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
著
者
だ
け
の
傾
向
で
は
な
く
て
、

ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス
ト

ω与
若
田
辺
に
も

ω岳
町
田
自
に
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、
民
族
主
義
者
と

し
て
の
側
面
、
或
は
き

-
E
S江
巳
と
し
て
の
側
面
を
、
執
念
深
い
位
に
追
求

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、
李
が
い
か
に
正
統
的
マ

ル
ク
ス
主
義
か
ら
逸
脱
し
て
い
た
か
の
追
求
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
こ
の
貼
に
、
こ

の
書
物
の
特
色
は
あ
る
の
だ
が
、
同
時
に
筆
者
の
不
満
も
、
賓
は
そ
の
貼
か
ら

愛
し
て
い
る
。
も
は
や
橡
定
の
枚
紙
を
超
過
し
て
い
る
の
で
、
民
族
主
義
の
問

題
に
つ
い
て
だ
け
、
ご
く
筒
皐
に
論
評
し
て
お
こ
う
。
李
大
剣
の
思
想
に
民
族

← 195-
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主
義
的
性
格
が
濃
い
と
い
う
こ
と
は
、
確
か
に
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
一
歩

退
い
て
考
え
る
な
ら
、
李
に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
近
代
中
闘
の
人
民
に
と
っ

て
、
民
族
主
義
と
は
一
種
何
で
あ
ろ
う
か
。
民
族
主
義
が
、
そ
の
高
ま
り
に
強

弱
の
差
は
あ
れ
、
近
代
中
閣
の
歴
史
を
、
そ
し
て
李
大
剣
の
生
涯
を
色
、
と
っ
て

い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
一
貫
し
て
、
外
関
'
帝
国
主
義
の
侵
略
に
封
す
る
中
園

人
民
の
抵
抗
の
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
近
代
中
園
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
帝

国
主
義
と
中
園
民
族
と
の
矛
盾
が
、
多
く
の
矛
盾
の
う
ち
で
主
要
な
も
の
だ
と

は
、
毛
潔
東
が
し
ば
し
ば
強
調
し
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
欣
況
の
中
に
お

い
て
、
中
関
人
民
の
(
そ
し
て
李
大
剣
の
)
抵
抗
の
論
理
は
、
必
然
的
に
民
族

主
義
的
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
抵
抗
の
論
理
の
中
の
最
も
確
寅
な
も
の
を

模
索
し
た
認
識
の
過
程
の
一
段
階
と
し
て
、
反
友
関
字
、
人
民
の
一
般
意
志
、

新
ア
ジ
ア
主
義
、
園
共
合
作
の
支
持
、
等
々
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
し
、
ル
ソ
l
主
義
、
マ
ル
ク
ス
主
義
、
相
互
扶
助
論
、

5
-
g
g江
田
自
な
ど

は
、
そ
う
し
た
員
の
認
識
に
た
ど
り
つ
く
た
め
の
手
段
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
毛

津
東
は
「
愛
園
主
義
の
具
鰻
的
内
容
は
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
傑
件
の
も

と
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
き
ま
る
」
(
「
民
族
戦
争
に
お
け
る
中
園
共
産
黛
の
地

位
」
)
と
い
う
が
、
李
の
民
族
主
義
は
、
帝
国
主
義
侵
略
の
最
も
深
刻
な
時
期

で
あ
っ
た
が
故
に
園
際
主
義
的
で
も
あ
り
え
た
の
で
あ
り
、
著
者
の
よ
う
に
、

関
際
主
義
と
封
比
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
が
民

族
主
義
者
で
あ
り
え
た
の
も
、
決
し
て
、
「
中
園
知
識
入
に
特
有
の
パ
ラ
ド

ッ

ク
ス
」
で
は
な
い
。
民
族
主
義
に
封
比
す
べ
き
も
の
は
、
正
に
帝
図
主
義
で
あ

る
。
こ
の
著
者
に
は
、
そ
し
て
一
般
に
ア
メ
リ
カ
の
現
代
中
関
研
究
者
に
は
、

以
上
の
よ
う
な
槻
鮎
が
全
く
紋
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

①
里
弁
彦
七
郎
「
李
大
剣
の
出
後
」
(
『
史
林
』
第
四
十
巻
三
挽
)
丸
山

松
孝
「
李
大
長
の
思
想
と
そ
の
背
景
」
(
『
歴
史
評
論
』
八
七
放
)
。
そ
の

後
の
研
究
論
文
に
は
、
丸
山
の
ほ
か
、
西
順
蔵
、
野
村
浩
て
近
藤
邦
康

な
ど
の
も
の
が
あ
る
。

②
こ
の
英
語
で
書
か
れ
た
自
得
は
、
一
九
一
四
年
、
李
が
早
大
に
い
た

時、

Y
M
C
A
の
ワ

1
カ
l

〉
ユ
ゲ
己
同
列

D
E
5
0ロ
が
英
語
教
室
で
書

か
せ
た
作
文
だ
と
い
う
。

③
一
つ
だ
け
興
味
を
ひ
く
資
料
が
一
ホ
さ
れ
て
い
る
。

〉
-
〉
・

ζ=--oH
「
革
命
の
焔
の
中
で
、
一
九
一
七

l
一
九
ニ

O
、
赤

街
軍
閥
際
波
遣
隊
隊
長
の
回
顧
」
(
イ
ル
ク
1
ツ
夕
、
一
九
五
七
)
を
ソ

連
の
研
究
論
文
か
ら
再
引
用
し
て
、
〈
O

伊
丹
百
件
可
に
先
立
っ
て
中
閣
に
来

た
二
人
の
ロ
シ
ア
共
産
熊
員
の
こ
と
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。

④
著
者
は
こ
の
見
解
を
李
大
剣
濁
自
の
も
の
と
見
な
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
陳
濁
秀
も
「
枇
合
同
主
義
批
評
」
(
『
新
青
年
』
九
省
三
鋭
、
一
九
二

一
)
で
、
同
じ
見
解
を
の
べ
て
い
る
。
(
坂
出
鮮
仲
)
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